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こ
の
度
、
甲
佐
高
校
に

赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し

た
本
山
で
す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
三
十
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
て

一
か
月
半
が
経
過
し
ま
し
た
。
本
校
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
ま
す
「
夢
実
現
～
百
見
は

一
験
に
如
か
ず
～
」の
も
と
、
生
徒
・職
員

一
丸
と
な
り
日
々
の
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
先
日
行
わ
れ
ま
し

た
体
育
大
会
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
、

ま
し
て
や
降
水
確
率
九
十
％
の
状
況
で
し

た
が
、
生
徒
た
ち
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
や
り
た

い
と
い
う
熱
い
気
持
ち
が
届
い
た
の
か
、
昼

前
に
は
雨
も
止
み
、
生
徒
た
ち
の
競
技
、
演

技
を
御
多
用
中
御
来
校
い
た
だ
き
ま
し

た
、
御
来
賓
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
と
共

に
、
天
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
体

育
大
会
で
し
た
。
生
徒
た
ち
に
と
り
ま
し

て
も
一
部
の
競
技
は
カ
ッ
ト
し
た
も
の
の
、

達
成
感
を
大
い
に
得
た
思
い
出
に
残
る
体

育
大
会
で
し
た
。 

 

昨
年
度
、
甲
佐
町
の
多
大
な
御
支
援
に

よ
り
公
営
塾
を
開
設
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
さ
し
く
、
生
徒
の
夢
を
実
現
す
る
た

め
の
塾
で
す
。
甲
佐
町
の
皆
様
方
の
御
支

援
に
日
々
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
女
子
硬
式
野
球
部
が
創
部
さ
れ
、
本

校
の
新
た
な
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

皆
様
方
に
は
白
球
を
追
い
、
日
々
青
春
を

謳
歌
す
る
部
員
た
ち
を
御
支
援
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。 

今
年
度
、
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
気

持
ち
を
常
に
持
ち
精
進
い
た
し
ま
す
。
ど
う

か
本
校
の
教
育
活
動
に
よ
り
一
層
の
御
助

言
、
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

赤団 青団 

                  

 ４月９日（月）、厳かな雰囲気のなか執り行

われた入学式で、学校長より３４名の入学が

許可されました。 

 甲佐高生として、新しい友人や先生との出

会いを大切にし、学習や部活動など積極的

に取り組んでほしいと思います。教職員一

同、生徒たちの夢の実現に向けて全力でサ

ポートします。 
新入生代表宣誓を行う石田翔輝君（中央中出身） 

本田 桜 
 （福祉教養コース３年・甲佐中出身） 
  私は今年の体育大会でたくさんのことを経験させてもら

いました。私は前に出て話すことが苦手で本当に自分がま

とめることができるのか不安でいっぱいでした。でも、そんな

時周りの人たちは「がんばれよ」など言葉をかけてくれたり、

リーダーを中心としてみんなをまとめてくれたりして、とても

心強かったです。本番は雨で、体育館かなと思っていたけ

ど、グラウンドでできてとてもいい思い出ができました。青団

の団長として、みんなをまとめていくのは難しかったけど、優

勝ができ本当に青団で良かったと思いました。いい経験が

できて良かったです。 

山下 真広 
（ビジネス情報科３年・甲佐中出身） 

  僕は赤団の団長としてみんなを引っ張ってきました。総合で

は負けてしまったけど、力を入れてきた応援の部で優勝するこ

とができて嬉しかったです。勝ち負けの結果を問わず、みんなで

楽しむことができて良かったです。練習中は自分がうまくいかな

くて怒ったときもありました。でも、応援団などがしっかり僕をサ

ポートしてくれました。やっぱり、仲間はとても大事だなと思いま

した。「負けたら終わりじゃない、辞めたら終わりなんだ」と、自

分にカツを入れて頑張りました。その気持ちを忘れずにこれか

ら頑張っていきたいです。 

体育大会 邁進～気骨の精神を持って恐れることなく突き進む～ 



★オープンスクール ７月23日（月） 

各科の授業や部活動を体験してみませんか？ 

女子野球部  

元気に活動中！  

 過去の「甲佐高だより」、育友会広報誌 

「きんもくせい」はホームページでぜひご 

覧ください。学校の様子も随時更新中です。 

一年生宿泊研修 

緑川清掃(4/28) 

 「緑川の日２０１８ 緑川流域の清掃ボランティア」

に総勢１４名で参加しました。学校に集合後、川沿いの

ごみを拾いながら、最終目的地の中甲橋グリーンパーク

を目指しました。元本校校長で現甲佐町教育長蔵田勇治

様からもねぎらいの言葉をかけてもらい、その後横田地

区の花壇の草取りを行いました。町だけでなく、私たち

の心もさわやかでクリーンになった連休中日でした。

避難訓練、救急救命講習 
 ４月２０日（金）、上益城消防署の消防士の方３名を講師と

して、避難訓練に続いて救急救命講習を行いました。これ

は、例年この新学期始めに実施しているもので、心臓マッ

サージの仕方やＡＥＤの使い方などを学びました。 

 ᑹʴࠓ۶Φ܌۟

 ４月１１日（水）、地域連携型交流学習の出発式を実施

しました。地域連携型交流学習とは、専門学科生として、

望ましい勤労観や職業観を身に付けさせるとともに、職業

人・社会人として必要なコミュニケ―ション能力や基本的

マナーを身に付け、社会に貢献できる能力や態度を育成す

ることを目的に、地域の事業所等と連携し、協働で人材を

育成する事業です。４月～１２月末まで、毎週木曜日に実

施されます。 

 国立阿蘇青少年交流の家で、４月１７日（火）、１８日

（水）の一泊二日の日程で宿泊研修を実施しました。講

話や集団訓練では高校生活に対する心構えを学びまし

た。２日間をとおして協調性・社会性を身につけるととも

に、クラスや学年の親睦を深めることができました。 

 6月11日（月）～15日（金） 

 全ての授業を公開しています。どなたでも参観自由です！ 

公開時間帯 ８：５５～１５：２０ 
※15日（金）は講演会のた     

 め４限目（12:45）まで。 

※詳細は本校ＨＰでご確認下  

 さい。 

【お知らせ】甲佐高校では現在、臨時事務職員を募

集中です。詳細については、甲佐高校事務（０９６－

２３４－００４１）までお問い合わせください。 

女子野球部は現在、

早朝や放課後、男子

野球部の練習に混

ざって一緒になって

活動中です！ 

がんばれガール！ 


